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本研究領域はサイバーとフィジカルを統合したシームレスCPSという方法論の確立と、群行動

と個体ナビゲーションを統合した「階層的生物ナビゲーション」という概念枠組みによる生物行

動の理解を目的としている。方法論については、生物行動に対してAI駆動型の手法を適切に導入

した計測手法や解析手法を用いたインパクトの高い数多くの成果が上がっている。階層的生物

ナビゲーション研究についても、コウモリの研究における個体と群の相互作用に関する知見等、

期待以上の進展が見られる。また、研究領域としての活動は、若手研究者の育成、メディアなど

を通した社会発信、国際コンペティションの開催を通じた学術コミュニティでの発信等積極的、

かつ効果的に進められている。公募研究を含めた研究領域内の新しい連携研究の推進や、研究領

域内での様々な情報や技術の共有なども盛んに進められていることも高く評価できる。 
一方、現状では個体ナビゲーション、群行動の各階層に閉じた研究が多い点や、本研究領域の

成果のヒト行動への応用に関しては更なる研究の進展が望まれる。 
今後、計画研究間の連携などによる階層ナビゲーションに関する更なる成果の蓄積と研究領

域内での議論を通じて、生物行動に関する新たな視点や理論的な説明を提供できる「階層的生物

ナビ学」という学術変革領域を確立することを期待する。 


